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【本実践について】 

 

 

 

 

 

１．本実践の「しかけ」と子どもの自己調整 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 導入で導入で「振り子的当てゲーム」を提示

する→単元のゴールを自覚する 

「 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 第１・２時の子どもの姿から 

 「振り子」について共有した

後，振り子を使った的当てゲーム

を紹介した。目的は，「振り子

（ペットボトル）を的（プラレー

ル）に当てること」であることを

確認し，「振り子で的当てゲー

ム」のルールを確認した。 

【ルール】 

① 振り子の位置とプラレールの

位置を固定する 

② 振り子と的を同時にはなす 

※常に当たる位置の幅でゆらすの

はＮＧ 

※糸をピンと張った状態で行う 

実演すると，うまく的に当たる時もあれば当た

らないときもあった。本当は的に当たらない様子

から学習課題を提示したかったが，少しタイミン

グがずれてしまい，振り子が的に当たってしまっ

た。その後，単元の課題「全員が確実に振り子を

的に当てるための振り子をつくろう」を共有した。 

単元の課題を提示後，解決することに向けて，

変えてはいけない条件を確認した。 

本実践の主張点 

子どもが単元の学びを見通せるような導入を

設定することで，振り子の３つの要素に自ら目を

向けて課題解決に取り組もうとするだろう。 

本実践における授業づくりの「しかけ」 

① 導入で「振り子的当てゲーム」を提示する 

→子どもが単元のゴールを自覚する 

導入で「振り子で的当てゲーム」を見せる。ここ

では「振り子が的に当たらない」場面を見せる。

子どもたちは振り子がうまく的に当たらない事

実から，「どうすれば的が当たるようになるか」

と考え，振り子を的に当てることをめざそうとす

るであろう。そこに意識が向いたタイミングで，

単元の課題「全員が確実にふりこを的に当てるた

めの振り子をつくろう」を提示する。そうすること

で，「単元のゴールの姿の自覚」を引き出すこと

ができると考えた。 

 

 

② プラレールで試す場をあえて１つにする 

→子どもが自己調整する 

あえてプラレールで試す場を１つにすること

で，容易に実物で試すことができない状況とな

り，子どもたちが直接プラレールを使って調べる

のではなく，時間を基に間接的に調べようとする

姿を引き出すことができると考えた。ここで子ど

もたちに着目させたい時間は「的が振り子の位置

まで到達する時間」や「振り子の１往復の時間」

である。変えてもいい条件，変えてはいけない条

件を整理しつつ（方法の自己調整），振り子の１

姿を引き出すことができると考えた。ここで子ど

もたちに着目させたい時間は「的が振り子の位置

まで到達する時間」や「振り子の１往復の時間」

である。変えてもいい条件，変えてはいけない条

件を整理しつつ（方法の自己調整），振り子の１

往復の時間を変えるために３つの要素に注目し

ながら学びを進める（内容の自己調整）ことで，

子どもの探究が質の高い探究へと変容していく

ことをめざした。 

 

 

 

 

 

 

 



【変えてはいけない条件】 

・的のスタート位置 

・振り子の位置 

・スタートのタイミングと振り子をはなすタイ

ミングを同じにする 

変えてはいけない条件を提示することで，振り

子の１往復の時間の長さを変えることに目が向

き，振り子の３つの要素（振り子の長さ，おもり

の重さ，振り子の角度）について学びを進めると

想定していた。 

ここまで共有後，どうすれば振り子を的に当て

られるようになるかを考えさせた。今回，プラレ

ールで試す場を１つだけなので，全員が一気に試

すのは無理な状況である。すると子どもたちか

ら，「プラレールは同じ速さで進む」ことに注目

し「プラレールが的までにかかる時間を調べれば

いい」という意見がでてきた。どういうことか問

い返すと，「プラレールは同じ速さで進むから，

的までにかかる時間は同じ。だから，その時間が

わかればそこに当たるような振り子をつくればい

い」と共有することができた。そこで実際にプラ

レールが的までにかかる時間を測ることにした。 

４回試した結果，平均 2.78 秒でプラレールが的

に到達することが明らかになった。合わせて「２

往復で的が当たりそう」という予想がでたので，

「１往復で 1.39 秒の振り子をつくればいいので

はないか？」と導くことができた。 

めざす方向が明らかになり，「1.39 秒の振り子を

つくる」と今後の活動を設定することができた。

1.39 秒の振り子をつくるためには振り子の１往復

の時間を変化させる必要があり， 

そのために出てきた意見は次の３つである。 

・角度（ふれはば）を変えたらいい 

・振り子の長さを変えたらいい 

・おもりの重さを変えたらいい 

その後，現時点での自分の考えを共有し，この

時間の学びを終えた。この時間に見られた自己調

整を以下のように捉えている。 

 

 

 

 

② 第７時の子どもの姿から 

 本単元の最後の時間にあたる。この時間では，

自分が考えているハテナや調べたいことを 

調べる，知識を活用して的当てゲームをする，学

びを意味付る１時間になることを期待した。子ど

もたちから出てきたこの時間に学習したいことは

以下の４つである。 

① 重さで１往復の長さが本当に変わらないのか

調べたい 

② 50°～60°のどこで１往復の長さが変わるか

調べたい 

③ １往復の長さを１秒変えるには何ｃｍ変えれ

ばいいのかを調べたい 

④ 1.39秒振り子で本当に的に当たるかを確かめ

たい 

その後，グループに分かれて実験を行った。 

 

 

 

 

 

結果と結論は以下とおりである。 

（① について調べたグループ） 

おもりを１個 10ｇのおもりを１～11個までつ

けた場合はほぼ時間が変わらなかった（1.21秒

～1.27秒の間）が，12個以降は少し時間が短く

なっていた（1．16秒）。そこから，重さは１往

復の時間に関係ないと結論付けた。また，12個

以降時間が短くなったのは，重心の位置が変わ

り，糸の長さが短くなったからだと考えることが

できた。 

このグループに見られた自己調整 

 

 



（② について調べたグループ） 

51°から１°ずつ増やしていってもほぼ 1.43

秒であった。つまり 51°から１往復の時間は

1.43秒であることがわかった。 

このグループに見られた自己調整 

 

 

 

 

（③について調べたグループ） 

 長さを長くするとだんだん１往復の時間がだん

だん長くなった。１秒長くするためにはプラス

60ｃｍすればいいとわかった。 

 

（④について調べたグループ） 

あるグループは，重さは 135ｇ，長さ 40ｃｍ，

角度は 30°で当たった。 

あるグループは，重さは 135ｇ，長さ 50ｃｍ，角

度は 30°で当たった。 

この違いはスタートするタイミングによる「人

の手」の誤差と言えそうだが，的が振り子より速

い場合は振り子を短くすればいいし，的が振り子

よりも遅い場合は振り子を長くすればいいといえ

る。 

 

 自分の調べたいことを調べた後に，単元の振り

返りを書いた。その際に以下の視点を与えて取り

組んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもたちの振り返りが以下である。 

 

【K 児の振り返り】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Y 児の振り返り】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【S 児の振り返り】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３人の振り返りを見たときに，ある程度は自ら

の学びを意味付けることができているといえる。

ただ，視点③に関しては全体的に弱く，この単元

の学びの良さの実感や生活に生かそうとするとこ

ろは課題である。そこに働きかけられられるよう

なしかけの在り方を探っていく必要がある。 

 

③ 本実践を振り返って 

 本実践を振り返って，子どもたちの気付きを促

すしかけ，特に導入部にしかけたことが子どもの

自己調整につながったととらえている。 

 学びを進める中で，「1.39秒振り子をつくる」

ことが目的（ゴール）になり，振り子の長さを変

えることでつくることができた。しかし，子ども

たちの学びはそこで終わらず，「だったら角度を

変えたらどうなるのかな？」「１往復の時間を１

秒変える振り子をつくるにはどうすればいいのか

かな？」と次々と学習課題を設定していく姿が見

られた。子どもたちの学びは最初に設定した課題

で完結することもあれば，新たに設定し直し，さ

らに概念を更新していくことがあると気付かされ

た。この姿は 10月から自己調整が起きるように

様々な場面で様々なしかけ（学校提案の方策Ⅱを

含む）の成果であると感じている。 

子どもたちの自己調整が探究の４つの姿につな

がり，自己調整が起きるようなしかけをうつこと

がよりよい学び手の育成につながると実感するこ

とができた。 

 

【本時について】 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．本時の「しかけ」と子どもの自己調整 

 

１時間の冒頭で全ての班の実験結果を提示する

ことからスタートする。その後，実験結果につい

て個人で考え，その後全体で考えたことを共有す

る場をもつ。これが本時の気付きを生むためのし

かけである。この場をもつことで，子どもたちは

様々なズレに気付くだろう。（気付く：内容の自

己調整）。例えば，「私は角度が関係あると思って

いたが，本当は長さが関係してそうだ」，「私は重

さが関係ないと思っていたけど○○さんは重さは

関係あると考えている」などである。このズレの

気付きが，「主体」（本当にそうなのか確かめた

い），につながる。 

その後，本時の課題「１往復が１.３９秒の振り

子をつくるために変えればいい条件を見つける」

に立ち返り，自分が調べたいことを調べる時間を

保障する。そうることで「振り子の１往復の１時

本時の主張点 

各班で集めた情報をもとに振り子の１往復の

時間が変わる要素について考えさせることで，同

じ要素でも捉え方にズレがあることに気付き，振

り子の１往復の時間が変わる要素は何か再考し

ようとしたり，自分の試したいことを自覚しなが

ら実験しようとしたりするだろう。 

本時における授業づくりの「しかけ」 

 

 

 

 

 

 

１時間の冒頭で全ての班の実験結果を提示す

ることからスタートする。その後，実験結果につ

いて個人で考え，その後全体で考えたことを共有

する場をもつ。これが本時の気付きを生むための

しかけである。この場をもつことで，子どもたち

は様々なズレに気付くだろう。（気付く：内容の

自己調整）。例えば，「私は角度が関係あると思っ

ていたが，本当は長さが関係してそうだ」，「私は

重さが関係ないと思っていたけど○○さんは重

さは関係あると考えている」などである。このズ

レの気付きが，「主体」（本当にそうなのか確かめ

たい），につながる。 

その後，本時の課題「１往復が１.３９秒の振り

子をつくるために変えればいい条件を見つける」

に立ち返り，自分が調べたいことを調べる時間を



間の冒頭で全ての班の実験結果を提示することか

らスタートする。その後，実験結果について個人

で考え，その後全体で考えたことを共有する場を

もつ。これが本時の気付きを生むためのしかけで

ある。この場をもつことで，子どもたちは様々な

ズレに気付くだろう。（気付く：内容の自己調整）。

例えば，「私は角度が関係あると思っていたが，本

当は長さが関係してそうだ」，「私は重さが関係な

いと思っていたけど○○さんは重さは関係あると

考えている」などである。このズレの気付きが，

「主体」（本当にそうなのか確かめたい），につな

がる。 

その後，本時の課題「１往復が１.３９秒のふり 

 

① 本時の子どもの姿から 

本時の課題を確認後，実験結果の共有を行った。

情報共有の場面では，子どもたちはすぐに「長さ」

が振り子の 1 往復の長さに関係していることに気

付いていた。重さや角度は前回の実験結果から１

往復の時間に関係なさそうだと考えている子ども

が多かった。ただ，「すこし気になっている」との

発言する子どももいた。この子どもは，「本当に重

さや角度は関係ないのか」と半信半疑な様子であ

る。 

ある程度子どもたちに調べたいことを自覚する

様子が見られたので，子どもたちにこの時間に試

したいことを考えさせた。特に実験するときの変

える条件と変えない条件をそれぞれどうするかを

考えさせた。子どもたちからは「重さと角度を変

えて長さ（4０ｃｍ）を変えない」「長さと重さを

変えて角度を変えない」など試したいことが出て

きた。そして自分の調べたいことを中心に実験を

始めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回，Ｍ児の学びを中心に振り返る。Ｍ児は「長

さを 40ｃｍに固定し，重さや角度を変えて，重さ

や角度は１往復の時間に関係ないかどうかを調べ

たい」と考えていた。Ｍ児たちは「実際にプラレー

ルを使って当たるかどうかを試しながら角度や重

さについて探っていく」ことを決めた。 

① 重さ 127ｇ（米），角度 30°，長さ 40ｃｍ 

② 重さ 127ｇ（米），角度 30°，長さ 40ｃｍ 

③ 重さ 195ｇ（砂），角度 30°，長さ 40ｃｍ 

④ 重さ 35ｇ（紙），角度 30°，長さ 40ｃｍ 

⑤ 重さ 195ｇ（砂），角度 30°，長さ 40ｃｍ 

⑥ 重さ 135ｇ（洗濯のり），角度 30°， 

長さ 40ｃｍ 

⑦ 重さ 135ｇ（水），角度 40°，長さ 40ｃｍ 

⑧ 重さ 135ｇ（米），角度 50°，長さ 40ｃｍ 

⑨ 重さ 135ｇ（水），角度 60°，長さ 40ｃｍ 

⑩ 重さ 135ｇ（水），角度 60°，長さ 40ｃｍ  

⑪ 重さ 135ｇ（水），角度 60°，長さ 40ｃｍ 

重さや角度を変えながら試す中で，②と⑩と⑪

で振り子を的に当てることができていた。角度が

30°の倍数で当たりそうだと考えた M 児たちは

90°も調べようとしたが，ここ時間切れになった

ために，実験を終了した。 

実験後，振り返りの視点をもとに振り返りを行

った。 

 

 

 

 

 

 

レの気付きが，「主体」（本当にそうなのか確かめ

たい），につながる。 

その後，本時の課題「１往復が１.３９秒の振り

子をつくるために変えればいい条件を見つける」

に立ち返り，自分が調べたいことを調べる時間を

保障する。そうることで「振り子の１往復の速さ

を変えるのは長さであり，重さや角度は関係がな

い」という概念を構築させたい（決める：内容の

自己調整）。そして，「今日の学んだことから，糸

の長さを 30cm よりも長くすれば１.３９秒振り

子をつくることができそうだ（動く：内容の自己

調整）」と学んだことの価値付けを行い，次時へ

の見通しをもとうとする姿を引き出したい。 



出てきた振り返りが以下である。 

【U 児】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

U 児のように振り返る子どもが多かった。この

時間の学習では，長さが振り子の１往復の時間と

関係していることが明らかになる一方で，「角度が

関係しているのではないか」というところでモヤ

モヤしている様子がうかがえた。次の時間の学習

課題は振り返りを交流する中で「角度を調べたい」

と角度について調べようとする方向へ向かうこと

ができそうである。 

 

【Ｍ児】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 実験を中心に進めていた M 児の振り返りで

ある。M 児は 30°，60°のときに振り子が当たっ

たことから，30 の倍数に当たるのではないかと考

えている。事実をとらえ，自分なりの仮説を立て

ているようするがうかがえる。 

本時で見られた自己調整 

 

 

 

 

 

 

② 本時を振り返って 

本時を振り返って，子どもたちの気付きを促す

しかけが効果的に働き，子どもが見通しをもって

自分の調べたいことに取り組もうとする姿が見ら

れた。 

特に着目したＭ児のグループでは調べたいこと

にこだわって何度も実験をしようとする姿が見ら

れた。教師が手の離れた場面でも学びに向かって

おり，「自ら学び続ける子ども」の姿が現れていた

ように感じている。そういった姿を引き出すため

には，「自己調整をする機会を増やす」ことが必要

であり，単元の課題の明確化・自覚化と共に大事

にしないといけないことだと私自身気付くことが

できた。一方で，理科の教科特性から本時をとら

えたときに，「本来条件制御は１つだけのはずなの

に，条件制御が２つあっていいのか。子どもから

２つ出た場合は教師が出ないといけないのではな

いか」「角度にこだわるのはゆだねすぎている気が

する。ある程度教師が整理すべき」「プラレールを

本時の中でさせるのはどうか？数値にこだわらな

いといけない場面だったのではないか？」という

指摘を協議会でいただいた。私の考えていたこと

は，「子どもがしたいことを納得がいくまでとにか

くさせる」ことであり，その経験が自己調整につ

ながると考えていた。しかし，必要に応じて教師

が出ることも合わせて大事であり，それが適切な

タイミングかつ適切な方法だとさらに学びがより

よいものになるのではないかと気付くことができ

た。そうすることで教科の見方・考え方が働いた

自己調整につながるように思う。教師の出方につ

いてこれからさらに磨いていきたい。 


